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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに    

消費者の意識を明らかにし、ニーズを抽出し

て商品開発に生かす試みは、特に企業サイドで

頻繁に行われており、代表的な手法としてイン

タビュー調査がある。しかし、これらインタビ

ュー手法は、調査担当者の力量により得られる

情報量に差異が生じる他、被験者のみならず調

査実施側にも多大な負荷を与える。 

道官・林らが広く実施する「定義法」「文章

完成法」を用いたアンケート調査データをポー

トフォリオ、デマテルを主に用いて分析する一

連の解析ストーリーは、インタビュー手法と同

様に、商品開発のためのニーズ抽出を目的とす

るが、特にインタビュー調査に比べ負荷が少な

い上、要点のみを抽出する点から、効率的であ

ると考えられる。 

本報告では、この一連の解析ストーリーにの

っとって、女子大生の持つ魅力的牛乳像の解明

を試みた事例を報告し、有用性を検証する。 

２．方法２．方法２．方法２．方法    

2.1 実施方法 

2001年5月25日および29日の両日を使用し、

女子栄養大学1年生181名を対象に、「定義法」

と「文章完成法」のアンケート調査を学内教室

にて実施した（集合調査法）。回答不備の著し

いものについては、再配布し、記入後に再回収

した（実施日より2週間以内）。 

181 名の計画に対して、実施は 175 名。回収

は173名（回収率98.9％）で、うち2名に不備

があり実質171票を解析に使用した（97.7％）。 

2.22.22.22.2 調査設問調査設問調査設問調査設問    

問 1の「定義法」は①私が普段飲んでいる牛

乳とは、②私の理想の牛乳とは、とし、思いつ

くままの定義を定型の自由記述で記入させる

形式である。問2の文章完成法は、通称「ので

から法」を用い①私が普段飲んでいる牛乳は、

②私の理想の牛乳は、とし、「○○なので△△

だから××」というフォーマットにそって用語

の自由記述により文章を完成させる形式。問 3

の「連想法」は①牛乳、という語から連想する

用語を、自由記入させる形式とした。 

2.3 解析方法 

得られた自由語はすべてカテゴリ化し後の

解析に供した。問1の「定義法」で得られた回

答は、各カテゴリ語の度数をカウントし、調査

対象者数に対する％値として求め、横軸に普段

飲んでいる牛乳の定義、縦軸に理想の牛乳の定

義をとってポートフォリオに展開した。 

問 2 の文章完成法では、「○○なので△△だ

から××」というフォーマットで得られた情報

を、「○○→△△」「△△→××」に分割し、そ

れぞれを「因→果」とみなして非対称クロスサ

ポート行列を作成し、デマテルによって解析し

た結果を連関図として表記した。 

問3については、単純に連想される事柄をヒ

ストグラム化した。 

３３３３....結果と考察結果と考察結果と考察結果と考察    

3.1 定義法の結果と考察 

下記のポートフォリオを得ることが出来た。

本ポートフォリオでは、現在の定義が少なく、



理想の定義が多い自由語ほど調査対象者にと

って価値が高く魅力的な事柄であると考えら

れるので、「おいしい」「臭みがない」「カロリ

ーが低い」等が女子大生にとって魅力的であり、

「低脂肪」「体に良い」「白い」といった事象は

さほど魅力的には映らない事がわかった。 
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3.2 文章完成法の結果と考察 

 普段飲んでいる牛乳に関する連関図から、

「臭みがある」と「おいしくない」と感じ「き

らい」に連鎖しやすく、「冷たい」と「おいし

い」から「好き」と認識されやすいことがうか

がえた。 
おいしい

好き

大好き

冷たい

カルシウムが豊

体に良い

おいしくない

嫌い

きれい

白い

臭みがある

カロリーが低い

飲みやすい

甘味がある

低脂肪

さらに理想の牛乳に関する結果を見ると、「新

鮮」「冷たい」と「おいしい」と感じ「好き」

につながり、「臭みがない」「濃い」「甘みがあ

る」ことも「おいしい」につながること、「カ

ルシウムが豊富」「栄養が豊富」なことが「体

によい」との価値を生んでいること等が示唆さ

れた。 
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3.3 連想法の結果と考察 

連想される事柄をヒストグラム化したとこ

ろ牛乳には「臭みがある」「おいしくない」と

いったネガティブな連想も見られる事がわか

った。 
牛乳から連想されること
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